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お年玉、ありがとうございました。

一月二十五日（土）、今年初めての家族会とホーム喫茶でした。
数日前から、あちらこちらの利用者さんからクシャミ、鼻水、声ガレが聞かれたため、（風邪の拡大予防のため）家族会は四階で、ホーム喫茶は三階で、縮小して行うことになりました。
家族会終了後、家族会の会長さんから、午年うまれのＫさんに代表で、ポチ袋に入ったお年玉を受け取って頂きました。

「あら！いいのかしら。」と言いながら中には、手の切れるような新札の千円が、きっちりと三つにたたんであります。心が伝わります。

頂いたお年玉を、ご自分で管理される方、事務所の金庫で管理させて頂く方があります。

事務所の金庫で管理させて頂く方は、それぞれの小口現金に入金しています。後程ご確認お願いいたします。

ご自分で管理されるＮさんは、きっと缶コーヒー、Ｈさんはコンビニのおでんを購入されるのかな？Ｙさんは、息子さんにバレンタイン・チョコを購入されるのかな。嬉しそうな表情でしっかりと仕舞われていました。

家族会からはお年玉だけではなく、新年のお菓子のプレゼントもありました。今年は利用者の皆さんが大好きな「ドラ焼き」です。家族会のみなさんから、袋から取り出してもらうのを待っている皆さんの嬉しそうな顔々。お正月はいいものですね。
家族会のみなさん、お年玉とおいしいお菓子をありがとうございました。（利用者一同）

音楽クラブと節分ゲーム
　十二月から月に二回、担当の介護職員が音楽クラブを始めました。季節の歌やナツメロ、おしゃべり、ゲーム、楽器の演奏等で楽しい時間を過ごしています。
　キーボ―ド、トランペット、ハンドベル、太鼓等いろんな楽器の生演奏は、耳に、こころに響いて、いつもうとうとされている方も、ぱっちりと目を開けて参加されています。
　そして今月はその音楽クラブに合わせ、節分ゲームを行いました。

　「節分」といえば「豆まき」ですが、その「豆まき」が、さくら荘ではなかなか難しい行事なのです。

日ごろ刻みの食事の方でも、床に落ちた豆を拾って口に入れ、誤嚥と衛生面の問題があり、床に落ちたままでは転んでしまう危険もあります。殻つきの落花生にしてみましたが、結果は同じでした。

それでは今年は小袋入りの豆をまいて頂こうと、配ったとたんに開けて、年の数ほど食べようとする方が数名いらっしゃいました。

そこで数年前から「節分ゲーム」で鬼退治をすることにしています。
そんなゲームを考えてほしいと若い介護職員に依頼をしたところ、パタパタと傍にある材料を使って「鬼を倒すと福が出てくる。」というゲームを作ってくれました。

　一人五個のお手玉で鬼退治を始めましたが、なかなか倒れない。段々とエキサイトしてきて、座って投げていた人も立ち上がったり、「もっと上、上に投げるのよ！」と大きな声も飛び交い、みんなで鬼を退治することができました。
（おかげ様で今のところ、ノロ、インフルエンザの鬼退治はできています。）
そして「福は～内！」
音楽クラブの担当職員、ゲーム作成の担当職員等の若い職員の発想の柔軟さ行動力の福がいますよ。（若いって素晴らしい！）
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入所・退所のお知らせ　　　Ｋ　・　Ｈ　さん
　Ｋさんは大正十年六月生まれ、九十二才。「新しい所？もう年だからね、心配も欲もないよ。どれくらい泊まるの？」と一月三十日に、ご自宅から入所されました。

ご自分で食事をされ、トイレで排泄のお手伝いをさせて頂いていたのですが、持病が悪化し、入院され、大雪の日に薬石効なくお亡くなりになりました。
　

　入所されて十日ほどの出来事です。
「母親の為に、いろいろと良かれと判断してきましたから、後悔していません。」とのご家族のお話に胸を打たれました。高齢者の方の一日、一日を大切にしていきたいと、改めて学ばさせて頂きました。

　こころからのご冥福をお祈りいたします。

先月の家族会（定例会）から　（一月二十五日）

1 施設から（十二、一月の出来事）

・カーディガンが縮む！
　排泄の失敗があり、着衣に付着。そんな時は二度洗いと、後片付けの介護職員は何の悩みもなく洗濯機へ。そして出てきたときには小さく固くなったカーディガン。

汚物の付着した洗濯についての職員教育をしています。そして洗濯機で洗える衣類の準備のご協力をお願いいたします。

2 家族会から　～今年もよろしくお願いいたします～
○十二月の中旬から入院し、昨日退院してきました。病院では何を話しても目をつぶって返事をしなかったのに、今日私の顔を見たら「散歩に連れて行ってくれるの？」とニコニコ顔で話しかけてきました。病院では緊張していたんだと思います。さくら荘に戻れてリラックスしているので安心しました。（Ｙさん）
○お正月、みんなが揃うので自宅に外出をしました。みんなで食卓を囲んでいる時に椅子から滑って額をぶつけてしまいました。だれと、どこにいてもケガはするものだなと感じました。（Ｋさん）
○転倒、転落、誤薬と事故報告を聞きました。デメリットを伝えてもらうことが、信用できる。事故や日々の情報等、正直な情報を伝えてほしい。そして次の予防のためにも検討を続けてほしい。（Ｗさん）
★二月の家族会・定例会は、二階フロアで


二月二十二日（土）午後一時三十分～








